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“新機能撮像デバイスと応用システム開発”
教授　川人　祥二（撮像デバイス）

人の眼で言えば、網膜に相当するセンサの研究を行っています。イメージセンサの研究です。特に、撮像に関
する新構造素子や、撮像と信号処理機能の１つのデバイスの上への集積化によって、従来にない機能や性能を�
もったイメージセンサを実現し、次世代テレビジョンなどの映像システム、計測システムに応用することが目的
です。最近の成果としては、７桁半の明暗差を撮像できるイメージセンサ、18ビットの超高濃度諧調をもつイ�
メージセンサ、光子１～２個の極微弱な信号と数万個の
明るい信号までを同時撮像できるイメージセンサ、光飛
行時間（TOF）を利用した超高分解能３次元（距離画
像）センサ（分解能100μm以下達成、目標：<１μm）、
細胞内分子が発する蛍光の寿命（ピコ～ナノ秒）を計測
する新しいバイオイメージセンサ等があります。右の図
は、高精度３次元計測、蛍光寿命計測に求められる極
短時間光事象に応答するLEFM（Lateral�Electric�Field�
Modulator）と呼ぶ新構造ピクセル内蔵素子と、これを
応用した距離画像センサです。

「研究は、世の中で使われてこそ価値がある」を信条として、基礎研究、論文発表による成果にとどまらず、
2006年に設立した静岡大学発ベンチャー企業、㈱ブルックマンテクノロジ等を通して、研究成果を製品等として
実用化することを常に目指して研究を行っています。超高速度イメージセンサ、超高感度・広ダイナミックレン
ジイメージセンサは、高速度カメラ、監視カメラ、放送用カメラとして実際に使用されています。NHKと共同�
開発した８Ｋスーパーハイビジョン（東京オリンピックに向け2016年８月BSデジタルで試験放送開始）用イ�
メージセンサも㈱ブルックマンテクノロジが既にサンプル出荷を始めています。
日本の半導体研究開発が世界のトップを維持していることを示す上で、半導体集積回路の研究に関する最高

峰の国際会議ISSCCで論文を多数発表することが我々の使命であると考えています。本研究者のグループは、
ISSCCで、撮像デバイス領域で14件の論文を発表しており、この領域では世界第１の実績を有しています。
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